
*出力条件
*会計年度 ： H31
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 一般会計等
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 301,534,715,173 固定負債 58,153,742,829

有形固定資産 283,233,208,272 地方債 51,993,986,829
事業用資産 69,286,753,504 長期未払金 0

土地 28,517,575,195 退職手当引当金 6,159,756,000
立木竹 3,060,160,700 損失補償等引当金 -
建物 93,381,680,206 その他 -
建物減価償却累計額 △ 59,870,870,409 流動負債 5,879,326,230
工作物 9,414,761,756 1年内償還予定地方債 5,050,470,754
工作物減価償却累計額 △ 5,354,732,966 未払金 436,900
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 506,255,000
航空機 - 預り金 322,163,576
航空機減価償却累計額 - その他 -
その他 - 64,033,069,059
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 138,179,022 固定資産等形成分 309,413,281,139

インフラ資産 212,585,368,112 余剰分（不足分） △ 62,158,413,620
土地 35,844,615,268
建物 57,616,552
建物減価償却累計額 △ 20,266,819
工作物 409,856,277,434
工作物減価償却累計額 △ 233,746,096,402
その他 -
その他減価償却累計額 -
建設仮勘定 593,222,079

物品 6,636,793,834
物品減価償却累計額 △ 5,275,707,178

無形固定資産 6,155,997
ソフトウェア 6,155,997
その他 -

投資その他の資産 18,295,350,904
投資及び出資金 10,341,468,000

有価証券 493,100,000
出資金 9,848,368,000
その他 -

投資損失引当金 △ 213,740,000
長期延滞債権 284,892,249
長期貸付金 1,165,619,000
基金 6,742,353,108

減債基金 -
その他 6,742,353,108

その他 -
徴収不能引当金 △ 25,241,453

流動資産 9,753,221,405
現金預金 1,741,353,891
未収金 146,260,202
短期貸付金 110,815,286
基金 7,767,750,680

財政調整基金 6,600,532,852
減債基金 1,167,217,828

棚卸資産 -
その他 -
徴収不能引当金 △ 12,958,654 247,254,867,519

311,287,936,578 311,287,936,578

負債合計

純資産合計
資産合計 負債及び純資産合計

貸借対照表
（令和２年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額



*出力条件
*会計年度 ： H31
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 一般会計等
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

経常費用 48,134,880,369
業務費用 30,382,314,757

人件費 7,725,370,911
職員給与費 6,121,693,327
賞与等引当金繰入額 506,255,000
退職手当引当金繰入額 -
その他 1,097,422,584

物件費等 22,095,719,320
物件費 10,643,116,092
維持補修費 824,644,982
減価償却費 10,627,195,246
その他 763,000

その他の業務費用 561,224,526
支払利息 267,433,819
徴収不能引当金繰入額 38,200,107
その他 255,590,600

移転費用 17,752,565,612
補助金等 8,740,949,619
社会保障給付 5,485,636,760
他会計への繰出金 3,403,253,728
その他 122,725,505

経常収益 1,316,081,800
使用料及び手数料 679,950,981
その他 636,130,819

純経常行政コスト 46,818,798,569
臨時損失 367,338,844

災害復旧事業費 -
資産除売却損 153,302,844
投資損失引当金繰入額 213,740,000
損失補償等引当金繰入額 -
その他 296,000

臨時利益 321,304,685
資産売却益 3,386,433
その他 317,918,252

純行政コスト 46,864,832,728

行政コスト計算書
自　平成３１年４月１日

至　令和２年３月３１日

科目 金額



*出力条件
*会計年度 ： H31
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 一般会計等
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

前年度末純資産残高 255,289,821,076 316,537,646,701 △ 61,247,825,625

純行政コスト（△） △ 46,864,832,728 △ 46,864,832,728

財源 38,765,500,181 38,765,500,181

税収等 29,008,317,248 29,008,317,248

国県等補助金 9,757,182,933 9,757,182,933

本年度差額 △ 8,099,332,547 △ 8,099,332,547

固定資産等の変動（内部変動） △ 7,188,744,552 7,188,744,552

有形固定資産等の増加 6,482,446,227 △ 6,482,446,227

有形固定資産等の減少 △ 12,880,337,419 12,880,337,419

貸付金・基金等の増加 677,432,301 △ 677,432,301

貸付金・基金等の減少 △ 1,468,285,661 1,468,285,661

資産評価差額 △ 2,799,000 △ 2,799,000

無償所管換等 67,177,990 67,177,990

その他 - - -

本年度純資産変動額 △ 8,034,953,557 △ 7,124,365,562 △ 910,587,995

本年度末純資産残高 247,254,867,519 309,413,281,139 △ 62,158,413,620

純資産変動計算書
自　平成３１年４月１日

至　令和２年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）



*出力条件
*会計年度 ： H31
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 一般会計等
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

【業務活動収支】
業務支出 37,458,203,436

業務費用支出 19,704,989,626
人件費支出 7,718,580,911
物件費等支出 11,521,068,186
支払利息支出 267,433,819
その他の支出 197,906,710

移転費用支出 17,753,213,810
補助金等支出 8,741,597,817
社会保障給付支出 5,485,636,760
他会計への繰出支出 3,403,253,728
その他の支出 122,725,505

業務収入 37,603,477,233
税収等収入 29,004,416,276
国県等補助金収入 7,486,541,448
使用料及び手数料収入 674,476,171
その他の収入 438,043,338

臨時支出 -
災害復旧事業費支出 -
その他の支出 -

臨時収入 664,963,485
業務活動収支 810,237,282
【投資活動収支】

投資活動支出 5,668,798,074
公共施設等整備費支出 3,714,470,781
基金積立金支出 750,789,293
投資及び出資金支出 802,638,000
貸付金支出 400,900,000
その他の支出 -

投資活動収入 3,776,719,818
国県等補助金収入 1,605,678,000
基金取崩収入 1,648,712,961
貸付金元金回収収入 507,914,857
資産売却収入 14,414,000
その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,892,078,256
【財務活動収支】

財務活動支出 5,014,577,843
地方債償還支出 5,014,577,843
その他の支出 -

財務活動収入 6,172,500,000
地方債発行収入 6,172,500,000
その他の収入 -

財務活動収支 1,157,922,157
76,081,183

1,343,109,132
1,419,190,315

前年度末歳計外現金残高 296,332,351
本年度歳計外現金増減額 25,831,225
本年度末歳計外現金残高 322,163,576
本年度末現金預金残高 1,741,353,891

前年度末資金残高
本年度末資金残高

資金収支計算書
自　平成３１年４月１日
至　令和２年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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注記 

 

１ 重要な会計方針 

 

(1) 有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産・・・・・・・・・・取得原価 

    ただし、開始時の評価基準及び評価方法については次のとおりです。 

    取得原価が判明しているもの・・・取得原価 

    取得原価が不明なもの・・・・・・再調達原価 

    ※平成 27 年度までは総務省方式改訂モデル(決算統計における普通建設事業

費（取得原価）の累計額を基礎として算定）、平成 28 年度以後は統一的な

基準に基づいて評価しています。 

② 無形固定資産・・・・・・・・・・取得原価 

    ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

    取得原価が判明しているもの・・・取得原価 

    取得原価が不明なもの・・・・・・再調達原価 

 

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券・・・・・・償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

   ア 市場価格のあるもの・・・・・会計年度末における市場価格 

（売却原価は移動平均法により算定） 

   イ 市場価格のないもの・・・・・取得原価 

③ 出資金 

   ア 市場価格のあるもの・・・・・会計年度末における市場価格 

（売却原価は移動平均法により算定） 

   イ 市場価格のないもの・・・・・出資金額 

 

(3) 有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・定額法 

     なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

      建物    14 年～50 年  

      工作物    8 年～75 年  

      物品     2 年～15 年  

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・定額法 

     ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（５年）に基づく定

額法によっています。 

  ③ 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1 年

以内のリース取引及びリース契約 1 件あたりのリース料総額が 300 万円以下

のファイナンス・リース取引を除きます。） 
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・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

 

(4) 引当金の計上基準及び算定方法 

① 投資損失引当金 

    市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するもの

について、実質価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差

額を計上しています。 

② 徴収不能引当金 

    未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計

上しています。 

   長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込

額を計上しています。 

    長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額

を計上しています。 

③ 退職手当引当金 

    期末自己都合要支給額に、退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の

累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総額を控除した額に、

組合における積立金額の運用益のうち当市へ按分される額を加算した額を控除

した額を加算して計上しています。 

④ 賞与等引当金 

    翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費

相当額の見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上し

ています。 

 

(5) リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

   ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取

引及びリース料総額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きま

す。） 

    通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

  イ ア以外のファイナンス・リース取引 

    通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

   通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

(6) 資金収支計算書における資金の範囲 

   現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物 

   なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資

金の受払いを含んでいます。 
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(7) その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

  ① 物品の計上基準 

    物品については、取得価額又は見積価格が 50 万円以上の場合に資産として計

上しています。 

  ② 資本的支出と修繕費の区分基準 

    固定資産の修理、改良等のために支出した金額のうち、当該固定資産の価値

を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められる部分に対応する金額

を資本的支出、通常の維持管理のため、またはき損した固定資産につきその現

状を回復するために要したと認められる部分の金額を修繕費として処理してい

ます。 

 

２ 偶発債務 

 

 (1) 係争中の訴訟等 

  係争中の訴訟等で損害賠償等の請求を受けているものは次のとおりです。 

  ① 令和元年(ネ)第 397 号損害賠償等請求控訴事件 500 万円 

     原告が仙台高等裁判所に控訴を提起し、令和元年 12 月 27 日控訴状送達 

 

３ 追加情報 

 

(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

     一般会計 

② 地方自治法第 235 条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計におい

ては、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計

年度末の計数としています。 

③ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、

次のとおりです。 

    実質赤字比率    － 

    連結実績赤字比率  － 

    実質公債費比率   9.3％ 

    将来負担比率   81.2％ 

④ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額・・・14,161 千円 

     内訳 農業近代化資金利子補給・・・・・・・・・・・・・・12,777 千円 

        農業経営基盤強化資金利子補給・・・・・・・・・・・ 1,384 千円 

⑤ 繰越事業に係る将来の支出予定額・・・・・・・・・・・・ 2,298,789 千円 

     内訳 繰越明許費・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,298,789 千円 

 

(2) 貸借対照表に係る事項 

① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 
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   ア 範囲 

    売却予定とされている鑑定評価済の公共資産及び売却価格が決定している公

共資産 

   イ 内訳 

      事業用資産・・・・・・313,201 千円  

       うち 土地・・・・・308,841 千円  

          建物・・・・・  4,360 千円  

    ・令和 2 年 3 月 31 日時点における売却可能価額を記載しています。 

    ・売却可能価額は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律における評価

方法によっています。 

② 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基

準財政需要額に含まれることが見込まれる金額 40,611,790 千円 

③ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素

は、次のとおりです。 

    標準財政規模・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27,591,178 千円 

    元利償還金、準元利償還金に係る基準財政需要算入額・・ 4,969,517 千円 

       将来負担額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 94,307,952 千円 

    充当可能基金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13,257,125 千円 

    特定財源見込額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,970,971 千円 

    地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額・・・・ 40,611,790 千円 

 

(3) 行政コスト計算書に係る事項 

  なし 

 

(4) 純資産変動計算書に係る事項 

  純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

     固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上

しています。 

② 余剰分（不足分） 

   純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上していま

す。 
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(5) 資金収支計算書に係る事項 

① 基礎的財政収支（プライマリーバランス）・・・・・・ △1,605,990 千円 

② 既存の決算情報との関連性 

 収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書 49,560,769 千円 48,141,579 千円 

財務書類の対象となる会計の範囲

の相違に伴う差額 

－ － 

繰越金に伴う差額 △1,343,109 千円 － 

資金収支計算書 48,217,660 千円 48,141,579 千円 

 

③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の

内訳 

    資金収支計算書 

     業務活動収支               810,237 千円 

     投資活動収入の国県等補助金収入   △1,605,678 千円 

     未収債権、未払債務等の増減      4,041,329 千円（差額） 

     減価償却費            △10,627,195 千円 

     賞与等引当金繰入額          △506,255 千円 

     退職手当引当金繰入額             －千円 

     徴収不能引当金繰入額          △38,200 千円 

     資産売却損              △153,303 千円 

     投資損失引当金繰入額（純額）     △23,654 千円 

     資産売却益                 3,386 千円 

     純資産変動計算書の本年度差額    △8,099,333 千円 

 

④ 一時借入金 

    資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

    なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

    一時借入金の限度額・・・・・4,000,000 千円 

    一時借入金に係る利子額・・・    30 千円 

 

 


